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遠赤外光吸収を強磁場のもとで測定したものである，遠赤外光源としては HCN， DCN, H20 の遠赤
外レーザーが用いられた。光励起されたキャリヤーは比較的高温 (100K位)では自由電子，正孔とし
て存在する。このサイクロトロン共鳴を観測した結果，ゲルマニウムの充満帯の磁気レベルの微細構
造が初めて明らかにされ，鈴木- Hensel の理論とよい一致が見られた。中間温度域 (4 0 K位)では
キャリヤーは励起子となり，励起子のゼーマン効果が観測された。励起子のゼーマン効果が観測され
たのは始めてである。この解析にはクーロンポテンシャルに対する断熱的な考えが用いられ，電子・
正孔のサイクロトロン共鳴との対応、がつけられた。低温では (2 0 K以下) .電子・正孔液滴が作られ.
その磁気プラズマ吸収が観測された。 Drude のモデルによる誘電関数と Mie の理論により解析された口
実験とその解析は独自で優れたものがあり，博士論文に値すると考えられる。
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